
平平平平成成成成１１１１ 7777 年年年年 10101010 月月月月期期期期　　　　第第第第一一一一級級級級海海海海上上上上特特特特殊殊殊殊無無無無線線線線技技技技士士士士　　　　試試試試験験験験問問問問題題題題

（１）



法

【T!

〔9〕

赫
鋼
雄
娯

次の記述は 秘 密い保護に関する電磁法の規定で 〔la 無 繰巾 tBttFrJを呼J出 そうとするときは 蓮難

通信等を行う場合を除き 一 定のlr渡数によって聴

守し 他 つ通信に混信を与えないことを繭 あヽなけ

ればならないが こ の場合において聴守しなければ

ならない円渡蕪は 次 のどⅢ■■

l Ft局 の発射しようとする電波の局渡軟その他必

要と認ある周波歓

2 日 月に指定されているす本ての周旗箕

3 自 局の付近にある無線局において使用する亀絞

の間渡敷

4 13の 既に行われている団=に1田Hされている向

浪救であって 最 も田=の Rい もの

〔11〕 臣 難適報を受信した軸柏局は 直 ちに誰にその通

親を通知しなければならないか 正 しいものを次の

うちから選′ヽ

1 通 信長

2 機 関長

3 -尊 航海土

4 そ の船舶の責任者

次    (12)日 藤電気通信連合磨常に規定する採線通信規則で

は 遺 雄呼出しの際に働手する 前 AYDAYJの

出=回欽1帥コHと定められているか rし いものを

次のうちから選ヽ

1  1回

2  2回

3  3回

4  4 P

t t  5 l i  E i ! r : r  na a?qalo6r l r '
ち選ペ

「海岸局文は‖Rl局は 他 の納胸局から無線設備

の機器の制樟のための選信を求められたときは

E . .n, :r iL tL+trrr t . : i (  . r

1 支 障のない限り

2 責 任者の計可を得て

, 遺 館通信を行っている場合を除き

4  切 の3=を 中止して

1轟 8AIH2の 日波数の電渡/pT用 できるのは

のどれか

1 探 離援助のための通信を行う場合

2 呼 出し文□きるを行う掲含

3 電 波の規正に関する題倍を行う場合

4 漁 業通信を行う弥 i

6 5 1  n  / ! r :  \ i r a  a ? r r : i o s t i ;
選′ヽ

「何人も法律に,」段の定めがある戦命を除くほか

特定の相手方に対して行われる無練通信を傍受して

その存在苦しくは内容を浦らし 又 はこれを

E  L t r l ' ; 6 ' r , . 1
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〔s〕 次 の:述 1ま 無 練月の運用に関する電絞法の蜆定

海特― (2)



平成１７年１０月期 

第一級海上特殊無線技士「法規」合格基準及び正答 
 
１ 試験問題  １２問 

２ 満点及び合格点  満点 ６０点   合格点 ４０点 

  配点       １問５点 
 
３ 正答 

問題 正答 

〔１〕 ２ 

〔２〕 １ 

〔３〕 １ 

〔４〕 ４ 

〔５〕 １ 

〔６〕 ３ 

〔７〕 ２ 

〔８〕 １ 

〔９〕 ２ 

〔10〕 １ 

〔11〕 ４ 

〔12〕 ３ 
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